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過程は，大きくは Hiebert & Carpenter 
(1992)の理解論の中で，いわゆる理解過程
を読み捉えることによって展開されている。 











(Hiebert & Carpenter, 1992, p.67) 




と道具的理解を， Hiebert & Carpenter 
(1992)のいう概念的知識と手続き的知識と
対応させることができる。  




















(Hiebert and Lefevre, 1986, pp.3-4) 




























































































































































































































（土屋 . 2002. p.30）  



















































時  問題場面  








４  １秒間に２ cm ずつ進むカメが歩き出してか
ら，10 秒たつと何 cm 進むか。また，100 秒た
つと何 cm 進むか。  
５  まとめテスト  
  
5.2. 授業の参与観察の分析と考察 






































































































ここを見てなんで 20 ってわかるの？  
ここ。  
あーそうね。わかった？でもひとつ悩みがあるん



























にまとめテスト 2 の問 2 で正しい式と答え
が導けている。  
 





述している（図 5.2.3.1）。  




概念的知識を形成している（図 5.2.3.2）。  













った(図 5.2.3.4)。  






図 5.2.3.4. 第４時の NN の記述 . 

























































９とその使う３こを，かけて三九 27 で，27 に，
27 こ使うことになる。  
ふーん。KN’さんどう？もし正方形を９こ作るの
であれば，かける３して 27 本になるんだって。  
この式はでもわかったでしょ？わかるね？でも



































































６が 63 だから，これで 127 かな。  
おれも 31 本。まじだ。  
何本だっけ？63。  
５回が 31 で，たしたら 31 たす 31 だから























図 5.2.4.1. SM の第３時の記述 . 
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